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新聞の投書から ～毎日新聞、朝日新聞より～

新聞を読むと、いろんな人の意見や考

えを知ることができます。国語の力（読

解力や表現力）を高めることもできます。

毎日、少しずつでも読むことが大切です。

読書も毎日少しずつ ～継続は力なり！～

本の面白さを知っている人に、

読書の楽しさを伝える必要はない。

本の面白さを知らない人に、

読書の楽しさを伝えることは難しい。

本は最後まで、きちんと読まなくてもいい。

つまみ食いのような読み方、見方でもいい。

いろんな本のいろんなページをめくってみるだけで

いい。

まずは、本と遊ぼう。

いつか必ず読みたくなる本が現れる。

学ぶのはそれからでも遅くない。

「読書の秋」。ゆっくりと本を読もう。

心を磨こう。夢を広げよう。そして、

何度でも読みたくなる本と出合おう。

大学生の不読率（１日の読書時間を

「０」と答えた学生の割合）が５３％

との報告がある。読解力の危機も叫ば

れている。

女子高校生の１日のスマホ平均使用

時間が６.１時間（デジタルアーツ２０
１９）の今、操作操作時間の２０分間

でも読書にあてたい。

１日２０分間読書をすれば、１年３６

５日で１２１.７時間になる。これは小
・中学校の１年間の国語の総授業時数

とほぼ同じになるのだ。


